
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
マ
ラ
ウ
イ
に
と
っ
て
、
首
都
移

転
は
、
植
民
地
主
義
に
決
別
し
理
想
の
国
家
建
設

を
夢
み
た
一
九
六
○
年
代
と
一
九
七
○
年
代
の
単

な
る
遺
物
で
は
な
い
。
今
日
、
世
界
中
で
国
家
の

役
割
が
変
化
し
、
民
主
化
と
地
方
分
権
化
が
進
む

中
で
ア
フ
リ
カ
で
も
「
地
方
」
の
開
発
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
の
役
割
が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
に
、
開
発
と
権
力
が
一
極
集
中
し
た

時
代
と
拠
点
開
発
の
象
徴
と
も
い
え
る
首
都
移
転

を
再
評
価
す
る
意
味
は
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
マ
ラ
ウ
イ

の
首
都
移
転
は
、
あ
る
意
味
で
好
対
照
で
あ
っ
た
。

一
九
六
○
年
代
に
独
立
し
、
社
会
主
義
化
し
た
タ

ン
ザ
ニ
ア
と
、
左
傾
化
し
た
東
部
、
南
部
ア
フ
リ

カ
で
自
由
主
義
を
維
持
し
た
マ
ラ
ウ
イ
。
そ
の
結

果
、
新
首
都
建
設
に
対
し
て
多
額
の
外
国
の
援
助

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
マ
ラ
ウ
イ
と
、
自
主
財

源
の
確
保
を
模
索
し
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
。
移
転
後
の

首
都
リ
ロ
ン
ゲ
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
が
流
入
し
人
口
増

加
が
進
む
マ
ラ
ウ
イ
と
、
ド
ド
マ
に
移
転
後
も
、

移
転
前
の
経
済
中
心
都
市
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に

開
発
の
集
中
す
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
っ
た
点
だ
け

み
て
も
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
例

が
図
ら
ず
も
対
照
的
と
な
っ
た
背
景
や
そ
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
地
方
分
権
化
と
民
主
化
の

す
す
む
現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
政
治
的
シ
ン
ボ

リ
ズ
ム
と
、
当
時
の
拠
点
地
域
開
発
モ
デ
ル
が
ど

う
解
釈
さ
れ
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

●
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
の
帰
結
と
し
て

の
タ
ン
ザ
ニ
ア
新
首
都
建
設

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
は
一
九
六
一
年
に
独

立
し
た
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
と
、
一
九
六
二
年
に
ク
ー

デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
ザ
ン
ジ
バ

ル
の
二
国
が
一
九
六
四
年
に
統
合
し
て
成
立
し
た
。

植
民
地
時
代
の
中
心
都
市
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に

は
植
民
行
政
府
が
お
か
れ
、
内
陸
部
と
鉄
道
で
結

ば
れ
た
港
湾
都
市
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
が
経
済
的

に
も
中
心
性
を
獲
得
し
た
。
そ
こ
に
は
タ
ン
ガ
や

ム
ワ
ン
ザ
と
は
異
な
る
イ
ン
ド
洋
・
ア
フ
リ
カ
東

岸
貿
易
の
中
心
地
が
成
立
し
て
い
た
。

東
ア
フ
リ
カ
最
大
の
港
湾
都
市
と
な
っ
た
ダ
ル

エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
は
独
立
前
、
一
九
四
八
年
の
早

き
に
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ
、
土
地
利
用
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
古
き
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
は
、

人
種
別
の
棲
み
分
け
こ
そ
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

社
会
階
層
別
の
棲
み
分
け
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う

と
す
る
イ
ギ
リ
ス
的
植
民
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
応
用

が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
や
旧

ロ
ー
デ
シ
ア
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
で
の
都
市
計
画

と
類
似
点
を
も
つ
。
階
層
別
の
棲
み
分
け
を
是
と

す
る
発
想
は
、
都
市
の
密
集
居
住
地
区
が
感
染
症

の
温
床
と
な
っ
た
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
階
層
毎

の
分
離
に
よ
っ
て
都
市
の
衛
生
を
管
理
し
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
棲
み
分
け
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
ア
フ
リ
カ
の
一
国
で
独
立
後

も
、
社
会
主
義
化
し
た
後
も
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ

る
。独

立
後
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
、
フ
ォ
ー
ド
財

団
の
資
金
援
助
を
受
け
て
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
の

都
市
計
画
事
務
所
に
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
新
計

画
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
計
画
に
は
、
所

得
階
層
毎
の
棲
み
分
け
が
よ
り
明
確
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
。
富
裕
層
向
け
の
住
宅
地
を
想
定
さ
れ
た

オ
イ
ス
タ
ー
ベ
イ
地
区
に
は
上
下
水
道
、
街
路
灯

が
配
置
さ
れ
、
住
宅
公
社
施
工
の
高
級
住
宅
や
敷

地
の
広
い
注
文
住
宅
地
区
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
。

中
間
層
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ウ
パ
ン
ガ
地
区

で
は
、
水
道
と
簡
易
浄
化
槽
型
の
ト
イ
レ
の
設
置

が
想
定
さ
れ
、
ま
た
貧
困
層
地
区
で
は
複
数
世
帯

共
同
居
住
を
想
定
し
た
自
助
建
設
家
屋
向
け
の
敷

地
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
。
人
種
別
の
棲
み
分
け

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
マ
ラ
ウ
イ
に
お
け
る
首
都
移
転
の
成
果
─
地
域
間
平
等
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢

特集／途上国の首都機能移転
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は
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
社
会
階
層
毎
の

棲
み
分
け
を
十
分
に
意
識
し
て
お
り
、
密
集
居
住

地
区
の
排
除
を
念
頭
に
お
い
た
計
画
は
当
時
の
世

界
的
な
ス
ラ
ム
排
除
の
動
向
、
特
に
先
進
国
で
の

ス
ラ
ム
的
居
住
の
強
制
排
除
を
ア
フ
リ
カ
で
も
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
を
策
定
し
て
い
る
途
中
の
一
九
六
七

年
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
宣
言
の
も

と
社
会
主
義
化
を
果
た
し
た
。
国
家
の
社
会
主
義

化
は
都
市
計
画
の
方
向
性
を
再
規
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
策
定
中
の
新
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
都
市
計
画
に
含
ま
れ
る
階
層
棲
み
分
け

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
社
会
主
義
的
で
は
な
い
と
批
判

の
対
象
と
な
る
。

そ
こ
で
、
当
時
の
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
は
タ
ン
ザ

ニ
ア
社
会
の
理
想
を
空
間
に
反
映
す
る
首
都
を
内

陸
約
五
〇
○
キ
ロ
離
れ
た
中
央
部
ド
ド
マ
に
建
設

す
る
こ
と
を
決
め
、
あ
り
き
た
り
の
町
で
は
な
い
、

ア
フ
リ
カ
の
風
と
光
と
空
間
を
象
徴
す
る
、
そ
し

て
象
牙
の
塔
で
は
な
く
社
会
に
融
和
す
る
町
を
計

画
す
る
と
発
表
し
た
（
図
１
参
照
）。

ド
ド
マ
新
首
都
計
画
は
、
ア
フ
リ
カ
社

会
主
義
と
共
同
・
互
助
の
精
神
に
も
と
づ

い
た
「
ウ
ジ
ャ
マ
ー
村
」
づ
く
り
を
象
徴

す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
計
画

立
案
で
は
人
種
や
宗
教
、
教
育
環
境
に
対

す
る
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
会
、
イ
ス
ラ
ム
寺
院
が
配
置
さ
れ
、

人
口
動
態
に
配
慮
さ
れ
た
町
割
り
が
な
さ

れ
た
。
そ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
う
ま
れ
た

ハ
ワ
ー
ド
流
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
の
コ
ン
セ

プ
ト
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
い
わ
ば
都

市
と
農
村
の
生
活
を
ミ
ッ
ク
ス
し
つ
つ
、
機
能
別

の
分
離
に
よ
っ
て
良
好
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る

意
図
が
み
ら
れ
た
。

生
産
の
現
場
に
近
接
し
た
高
密
度
居
住
を
強
い

ら
れ
た
産
業
都
市
か
ら
、
物
理
的
に
離
れ
た
良
い

居
住
環
境
を
確
保
し
た
い
一
心
で
生
ま
れ
た
ハ
ワ

ー
ド
の
理
想
都
市
が
、
工
業
化
率
の
低
い
、
農
村

中
心
社
会
の
ア
フ
リ
カ
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
生
ま
れ
た
歩
車
分
離
と
公
共
交
通

優
先
、
そ
れ
か
ら
、
大
規
模
な
都
市
化
と
、
大
量

の
都
市
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
う
ま
れ
た
中
で
発
想
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
、
衛
星
都
市
の
レ
イ
ア
ウ

ト
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

ド
ド
マ
新
首
都
の
建
設
は
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都

市
と
は
不
釣
り
合
い
な
拠
点
開
発
の
役
割
も
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
企
業
庁
に
よ
る
と
、

そ
の
建
設
に
よ
っ
て
周
辺
地
区
の
開
発
は
促
さ
れ
、

農
産
物
の
市
場
を
創
出
し
、
旱
魃
の
際
に
は
雇
用

や
居
住
の
場
を
提
供
し
、
な
お
か
つ
調
和
の
取
れ

た
空
間
（
学
校
や
病
院
、
市
場
、
余
暇
活
動
）
を

構
成
し
、
地
元
資
源
活
用
型
の
中
小
企
業
の
活
動

が
促
進
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

実
際
に
、
新
首
都
計
画
が
は
じ
ま
っ
て
約
四
○

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
に

移
転
し
て
い
る
の
は
国
会
議
事
堂
、
大
統
領
府
、

自
治
省
、
協
同
組
合
省
な
ど
一
部
に
限
ら
れ
る
。

国
会
議
事
堂
と
与
党
タ
ン
ザ
ニ
ア
革
命
党
（
旧
タ

ン
ガ
ニ
ー
カ
・
ア
フ
リ
カ
人
革
命
同
盟
）
の
党
本

部
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
移
転
当
初
に
国
際
コ
ン

ペ
が
実
施
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
多
数
の
建
築
家
が

参
加
し
た
。
黒
川
紀
章
事
務
所
の
作
品
が
一
位
に

選
ば
れ
、
他
に
も
東
直
彦
が
四
位
に
選
ば
れ
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
会
議
事
堂
の
設
計
は
日
本
人
建
築

家
の
海
外
進
出
の
先
駆
例
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
が
、
実
は
こ
の
コ
ン
ペ
で
は
約
五
○
○
の
応

募
作
品
中
、
二
○
○
が
日
本
の
建
築
家
・
事
務
所

の
作
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の

設
置
し
た
審
査
委
員
会
に
は
日
本
人
の
建
築
家
芦

原
義
信
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
人
審
査
員
と
と
も
に
参
加
し
て
い
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
に
西
欧
出
身
の
建
築
家
を
排
除

し
た
い
意
向
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
審
査
委
員
の

構
成
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
設

計
は
財
政
資
金
が
枯
渇
し
て
、
黒
川
紀
章
事
務
所

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
建
築
案
は
三
年
後
に
廃
棄

さ
れ
、
最
終
的
に
は
二
○
○
○
年
に
ケ
ニ
ア
人
建

築
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
キ
マ
テ
ィ
の
設
計
案
が
採
用

さ
れ
、
二
○
○
六
年
に
完
工
し
た
。

国
土
の
均
等
的
な
発
展
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
新

首
都
は
、
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
へ
の
移

行
期
に
政
治
的
な
象
徴
を
構
築
し
た
も
の
の
、
経

済
開
発
は
進
ま
ず
に
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
空
間

の
計
画
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
理
想
と
さ
れ
た
田

園
都
市
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
そ
し
て
社
会
階
層
別

の
棲
み
分
け
の
社
会
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
エ
リ
ー
ト
の
選
択
し
た
日
本

の
建
築
家
に
よ
る
国
会
議
事
堂
計
画
は
財
政
不
足

に
よ
っ
て
実
現
で
き
ず
、
デ
ザ
イ
ン
も
オ
リ
ジ
ナ

ル
か
ら
は
変
化
し
た
も
の
が
建
設
さ
れ
た
。
国
土

の
均
等
発
展
の
テ
ー
マ
を
ア
フ
リ
カ
的
な
農
村
開

図 1　ドドマ新首都の完成予想図

（出所）James Rossant 建築事務所ウェブサイト
（http://www.jamesrossant.com）。
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南
ア
政
府
は
マ
ラ
ウ
イ
の
首
都
移
転
に
つ
い
て

全
面
的
に
支
援
し
、
南
ア
フ
リ
カ
人
建
築
家
に
よ

る
都
市
計
画
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
も
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
の
影
響
を
う
け
た
町
割
り
と
棲
み
分
け
が
描

か
れ
る
。
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
に
「
醜
悪
な
景
観
」

は
好
ま
し
く
な
く
、
言
い
換
え
れ
ば
良
好
な
環
境

に
マ
ラ
ウ
イ
人
の
つ
く
り
だ
す
密
集
居
住
地
区
は

不
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
醜
悪
な
景
観
は
遠
ざ
け

隠
す
方
針
が
描
か
れ
、
そ
の
結
果
、
平
均
的
な
マ

ラ
ウ
イ
人
の
居
住
す
る
地
区
、
そ
れ
は
「
近
代
都

市
」
か
ら
す
る
と
ス
ラ
ム
景
観
と
類
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
高
密
度
居
住
地
区
は
、
首
都
計
画
地
域
に
は

レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
当
初
案
は
、
想
定
さ
れ
た
空
間

が
あ
ま
り
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
景
観
の
ま
ち
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ラ
ウ
イ
政
府
の
都
市
計
画

局
が
修
正
を
重
ね
加
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

修
正
案
に
基
づ
い
て
一
九
六
八
年
首
都
建
設
公
社

が
設
置
さ
れ
、
建
設
資
金
集
め
を
開
始
、
一
九
六

九
年
よ
り
本
格
的
な
中
央
省
庁
の
庁
舎
建
設
が
官

庁
街
キ
ャ
ピ
ト
ル
ヒ
ル
に
て
開
始
さ
れ
る
。

新
首
都
を
構
成
す
る
五
つ
の
要
素
と
し
て
は
、

①
コ
ア
要
素
と
し
て
の
政
府
庁
舎
、
新
商
業
地
区
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
大
使
館

街
、
②
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
要
素
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
地
区
、
競
技
場
、
③
生
産
要
素
と
し
て
の
工
業

地
区
、
④
居
住
要
素
と
し
て
の
新
住
居
地
区
、
⑤

移
動
要
素
と
し
て
の
交
通
道
路
網
で
分
類
さ
れ
て

い
る
。
①
の
政
府
庁
舎
で
は
、
建
物
は
公
園
に
向

き
、
裏
に
駐
車
場
を
抱
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、

都
市
行
政
庁
舎
は
商
業
地
区
と
の
間
に
広
大
な
緑

国
土
の
南
北
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
バ
ン
ダ
大
統
領
は
マ
ラ
ウ
イ
独
立
の
年
に
、

議
会
で
首
都
を
ゾ
ン
バ
か
ら
リ
ロ
ン
ゲ
へ
移
転
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
移
転
の
理
由
と
し
て
、
首

都
を
国
土
の
中
央
に
お
く
こ
と
で
地
域
間
平
等
を

達
成
し
、
ま
た
政
治
的
目
標
を
達
成
す
る
目
標
が

挙
げ
ら
れ
た
（
図
2
参
照
）。

マ
ラ
ウ
イ
は
英
国
保
護
領
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
よ
り

一
九
六
四
年
に
独
立
し
た
。
植
民
地
時
代
の
首
府

が
南
部
高
原
地
帯
の
ゾ
ン
バ
に
置
か
れ
た
の
は
、

保
護
領
の
経
済
中
心
都
市
が
南
部
の
ブ
ラ
ン
タ
イ

ヤ
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北
に
六
四
キ
ロ
と
近
く
、

植
民
地
官
僚
が
高
原
地
帯
の
環
境
を
好
ん
だ
た
め

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
植
民
地
経
済
を
担
っ

た
茶
や
た
ば
こ
な
ど
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
同

じ
く
南
部
の
シ
レ
高
地
で
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
は

マ
ラ
ウ
イ
に
と
っ
て
の
外
港
で
あ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
・
ナ
カ
ラ
港
と
直
結
す
る
鉄
道
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
で
、
開
発
は
国
土
の
南
部
に
集
中
し
て
い
た

こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

マ
ラ
ウ
イ
政
府
は
首
都
移
転
に
際
し
て
、
国
際

社
会
の
支
援
を
広
く
求
め
た
が
、
最
終
的
に
は
南

ア
フ
リ
カ
政
府
の
支
援
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
決
定
を
受
け
、
一
九
六
七
年

に
南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
ヘ
ル
ク
＆

フ
ィ
リ
ュ
ー
ン
建
築
事
務
所
は
設
計
案
を
マ
ラ
ウ

イ
政
府
に
提
出
し
た
。
翌
一
九
六
八
年
に
は
、
マ

ラ
ウ
イ
首
都
開
発
公
社
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
設
置
さ

れ
、
同
年
中
に
南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
融
資
が
実
現

し
、
首
都
移
転
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
本
格
的
に
実

現
し
た
。

発
に
託
し
て
模
索
し
た
政
権
は
、
構
造
調
整
に
対

応
す
る
中
で
、
国
土
発
展
の
指
針
に
つ
い
て
議
論

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
数
十
年
間
、
首

都
移
転
を
頓
挫
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

構
造
調
整
以
後
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
国
土
開
発
に
お

い
て
、「
地
方
」
の
位
置
づ
け
が
議
論
さ
れ
て
い

な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
経
済
中

心
地
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
は
事
実
上
の
首
都

機
能
が
定
着
し
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

大
使
館
が
一
九
九
八
年
の
テ
ロ
爆
破
後
の
再
建
を

ド
ド
マ
で
は
行
わ
ず
、
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
遂

行
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
同
様
に
英
国
政
府

も
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
大
使
館
施
設
を
建
設
し

て
お
り
、
ド
ド
マ
へ
の
首
都
移
転
に
諸
外
国
は
懐

疑
的
な
よ
う
で
あ
る
。
国
土
中
央
部
へ
の
移
転
が

ア
フ
リ
カ
的
首
都
移
転
の
モ
デ
ル
の
構
築
と
周
辺

へ
の
波
及
効
果
を
期
待
し
た
拠
点
開
発
で
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
夢
と
現
実
を
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
呈
示
し
た
だ
ろ
う
。

●
地
域
開
発
の
成
長
拠
点
と
し
て
の
首

都
建
設
─
マ
ラ
ウ
イ
・
リ
ロ
ン
ゲ

図 2　マラウイの首都移転
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（出所）横山昭市『首都』大明堂（1988 年）
（一部改）。
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地
帯
を
緩
衝
に
は
さ
ん
で
い
る
。
都
心
核
を
構
成

す
る
四
街
路
の
周
囲
に
居
住
地
区
は
な
く
、
一
三

の
住
宅
区
は
都
心
部
と
直
結
す
る
街
路
沿
い
に
拡

大
し
て
い
る
。

地
域
開
発
は
依
然
と
し
て
南
部
を
中
心
に
展
開

し
て
い
る
が
、
こ
の
新
し
い
行
政
都
市
は
、
経
済

開
発
の
鍵
と
な
る
諸
外
国
の
援
助
資
金
流
入
と
意

思
決
定
の
空
間
と
な
り
、
周
辺
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
投
資
流
入
の
機
会
を
形
成
し
て
い
る
。

●
政
治
的
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
地
域
間
平

等
の
達
成

こ
の
よ
う
な
対
照
的
な
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
二

つ
の
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
。

①
独
立
後
間
も
な
く
首
都
移
転
が
大
統
領
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
、
議
会
の
承
認
を
得
て
い
る
。
②

大
統
領
に
圧
倒
的
な
権
限
が
付
与
さ
れ
た
環
境
に

あ
っ
た
。
③
在
職
期
間
の
長
い
大
統
領
で
あ
っ
た

（
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
一
九
六
二
〜

八
五
年
、
マ
ラ
ウ
イ
・
バ
ン
ダ
大
統
領
一
九
六
六

〜
九
四
年
）。
④
独
立
後
、
植
民
主
義
と
そ
の
遺

産
を
排
除
し
た
い
雰
囲
気
が
社
会
に
満
ち
て
い
た
。

⑤
外
国
の
支
援
が
得
ら
れ
る
期
待
感
が
あ
っ
た
。

⑥
国
家
財
政
の
悪
化
予
測
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

⑦
ハ
ワ
ー
ド
流
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
を
念
頭
に
お

い
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
⑧
階
層
別
の
棲

み
分
け
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

ド
ド
マ
へ
の
移
転
は
社
会
主
義
化
を
進
め
、
植

民
地
主
義
に
決
別
を
果
た
そ
う
と
し
た
タ
ン
ザ
ニ

ア
・
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
今
後
も
経

済
中
心
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー

ム
と
分
離
し
た
ア
フ
リ
カ
人
の
政
治
的
中
心
を
国

際
社
会
に
顕
示
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
は
、
一
足
先
に
首
都

移
転
を
発
表
し
て
い
た
マ
ラ
ウ
イ
・
バ
ン
ダ
大
統

領
を
注
視
し
、
そ
の
出
身
地
に
近
い
移
転
先
選
択

や
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
南
ア
フ
リ
カ
と
の

親
密
な
関
係
に
支
え
ら
れ
た
首
都
移
転
と
い
っ
た

状
況
も
、
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
に
ア
フ
リ
カ
モ
デ
ル

の
首
都
建
設
を
急
が
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
首
都
建
設
は
進
ま
ず
、

モ
デ
ル
の
構
築
も
見
果
て
ぬ
夢
と
な
っ
た
。
一
方
、

マ
ラ
ウ
イ
で
は
国
会
と
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
移
転

完
了
し
、
都
市
は
人
口
六
○
万
の
大
都
市
と
な
っ

た
。
都
市
の
経
済
機
能
は
商
業
都
市
の
ブ
ラ
ン
タ

イ
ヤ
に
及
ば
な
い
が
、
少
な
く
と
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
関
係

の
経
済
開
発
資
金
は
新
首
都
を
経
由
し
て
流
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
憲
法
上

は
首
都
機
能
を
譲
っ
た
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に

「
移
転
前
」
の
政
府
機
関
の
多
く
が
残
っ
て
お
り
、

各
国
大
使
館
や
国
際
機
関
も
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム

に
そ
の
ま
ま
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
エ
リ

ー
ト
層
の
再
構
成
を
念
頭
に
空
間
を
描
い
た
ア
フ

リ
カ
の
理
想
都
市
は
結
局
、
エ
リ
ー
ト
層
を
都
市

か
ら
離
別
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
の
マ
ラ
ウ
イ
・
リ
ロ
ン
ゲ
で
は
ハ
ワ
ー
ド

流
の
田
園
都
市
を
再
構
築
す
る
よ
う
に
貧
困
層
居

住
地
区
の
形
成
が
み
ら
れ
、
都
市
で
活
動
す
る
住

民
の
大
半
が
そ
の
よ
う
な
地
区
に
居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
南
ア
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
の

帰
国
者
や
国
内
外
か
ら
の
難
民
な
ど
都
市
流
入
層

の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貧
困
層

は
自
動
車
交
通
中
心
の
大
型
道
路
、
大
型
交
差
点
、

区
画
割
り
の
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
徒
歩
、
集
住

・
寄
寓
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
、
都
市
雑
業
の
都
市
へ

と
作
り
替
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
都
市
で
は
中
国
と
い
う

新
た
な
ア
ク
タ
ー
が
景
観
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
例

え
ば
六
万
人
収
容
の
国
営
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
が

二
○
○
四
年
か
ら
中
国
政
府
の
二
億
ド
ル
支
援
の

も
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー

ム
で
不
動
産
投
資
す
る
社
会
保
障
基
金
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｆ

の
建
設
請
負
を
中
国
の
建
設
業
者
が
担
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
各
地
で
中
国
政
府
や
中
国
企
業
が
都

市
更
新
を
担
っ
て
い
る
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア

フ
リ
カ
政
治
や
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
フ

ァ
ク
タ
ー
の
交
替
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
そ
う
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
力

を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ラ
ウ
イ
で
は
都
市

を
エ
リ
ー
ト
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
か
ら
住
民
の
た

め
の
ア
フ
リ
カ
的
都
市
へ
と
作
り
替
え
よ
う
と
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
も
多
く
の

ア
フ
リ
カ
都
市
と
共
通
し
て
い
る
。

権
力
の
分
散
と
民
主
化
が
進
む
両
国
に
お
い
て
、

ア
フ
リ
カ
人
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
人
の
た
め
の
権
力

と
権
威
を
象
徴
し
よ
う
と
し
た
新
首
都
は
、
中
国

政
府
や
大
量
の
貧
困
層
と
い
っ
た
新
た
な
都
市
建

設
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
作
り
替
え
ら
れ
は
じ
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
主
化
の
時
代
に

生
き
る
国
民
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
経
済
的
負

担
の
大
き
な
遺
産
で
あ
る
。

（ 

よ
し
だ　

え
い
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

特集／途上国の首都機能移転
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